
Ｅ療と介護の連携による自２支援ｇ修会　開催ご案1大|

時下、益ノフご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、高齢者が住み慣れた生活の場で療養し、自分らしい生ほを続けるために高齢者の自なにっ

ながるぎ療や介護サービスを提供することが求められています。
このような中で、熊本県Ｆ師会では自な支援を行うために必要な介護事業所と医療機Ｍの連携の

れ組み等の普及することを目的として標お研修会を開催することといたしました。

つきましては、Ｅ療・介護関係者、行政の皆様方、多数のご参加いただきますようご案[ち串し上

げます。

なお、本会駐車場は狭陵のためぬすtJ交Ｊ機関にてご来場下さい。

手成30年リ1　　　　　　　　　　　　　　ぬ益社回ぷ人熊本県Ｅ自ﾎﾞ会長　ﾈl　田　　　1肖
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４　　所　熊本県Ｅ師会館　２階大ホール（熊本市中央区た畑Ｆ１番131TEL:096-2

特加講演

「Ｅ療と介護の連携による自を支援のJi又り組み～長年の経験から～」

熊本県老人保９施Ｒ協会会長

医療法人社回せ縦会ミ事長　LL1　日ﾖ　和　彦先生

４。高齢者の自を支援に繋がる取り組みについて事例発表（7事例）

発表演題 施設名

看取りもできるホームになろう（J七４の施Ｒのをさんと共

に看取りを・じて「わかち・学び・育む」場をっくる）

ﾖﾐ名在宅ネツトワーク

魚をさばきたい（職場復帰の第一歩を日指して） ９ケ塔病院　ii所リハビリテーシヨン

その人らしさを取り戻すために

(ストレングスモデル活用のきっかけ)

ロイヤル飛ﾛ1あ問看護ステーシヨン

自2た支援に視点を置いたＥ療・介護ま携

(ケアプランの目標ほ定と経る)

指定き宅介護支援事業所サンライズヒル

再び口から食べる喜びを！

(～経管栄養から経口摂取移行へのＲり祖み～)

地域密着型特Sljま護き人ホーム清泉

集いの場における自を支援のむり祖み

(地域住Ｒの自立した生活の継続にむけて)

介護き人保４施ほ　リバーサイド御薬園

認加症をもつILがん手術後の女性の地域生活支援（個と

ｔ域の一体的支援を試みて）

熊本市高齢者支援センターささえりあ帯け」

５。ポスターセッション

６．審を発表・表彰

を参加ご希望の先生方は、参加申i入書を3112日り1）

市中央区花畑ＦＩ番13号）スはＦＡＸ（096-355-6507）

までに熊本県Ｅ師会事務ｎへ郵ぷ（〒860-0806熊本

にてお中ふ下さいますようお願い申し上げます。
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Ｅ療と介護の連携による自２ま援　９修台・発表会　参加串;！書　平成30年3113日（火）午ま５時

所縦回湊皐 機関名

連絡先TEL（　　　　　　　　　　　　）

役職/職種 Ｋｙ

役職/職種 Ｂｙ

役職/職種 Ｘ京


